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宮城厚生協会理事長　水戸部秀利

力を合わせて震災を乗り越え
新しい国づくりを

　

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
で

た
く
さ
ん
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。
い
ま
だ
、
瓦
礫
や
冷
た
い
海

の
中
で
眠
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
た

く
さ
ん
お
り
ま
す
。
生
き
残
っ
た

方
々
も
家
族
や
生
活
基
盤
を
失

い
、
不
自
由
な
避
難
所
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
発
事
故
の

た
め
、
避
難
を
強
制
さ
れ
、
捜
索

の
手
す
ら
及
ん
で
い
な
い
地
域
も

あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
宮
城
厚
生
協
会
の
職

員
・
友
の
会
会
員
や
家
族
に
も
、

犠
牲
者
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

家
屋
・
資
財
を
失
っ
た
方
々
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
悔
や
み
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
民
医
連
は
ひ
と
つ
」

　

協
会
内
の
各
事
業
所
は
、
長
町

病
院
付
属
ク
リ
ニ
ッ
ク
以
外
は
、

部
分
的
な
破
損
に
止
ま
り
、
懸
命

の
復
旧
作
業
で
早
期
に
診
療
を
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
余

震
も
頻
発
す
る
中
で
通
信
、
電
気

や
水
や
燃
料
、
食
糧
の
途
絶
と
い

う
危
機
的
状
況
に
あ
っ
て
、
職
員

が
一
致
団
結
し
て
患
者
や
利
用
者

さ
ん
を
守
り
抜
い
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

◦　

◦　

◦　

◦　

◦

　

特
に
、
坂
病
院
は
地
域
の
「
防

災
拠
点
病
院
」
と
し
て
震
災
当
日

か
ら
不
夜
城
の
よ
う
に
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
全
日
本
民
医
連

は
、
直
ち
に
全
国
支
援
を
開
始
し
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
駆

け
つ
け
、
各
事
業
所
の
診
療
支
援

だ
け
で
な
く
、
被
災
者
の
避
難
所

救
援
も
展
開
し
、
そ
の
活
動
は
マ

ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
民
医
連
は
ひ
と
つ
」
と
い
う
思
い

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
長
町
病
院
付
属
ク
リ
ニ

ッ
ク
は
倒
壊
の
危
険
が
あ
り
使
用

不
可
に
な
り
、
今
後
の
再
建
が
協

会
に
と
っ
て
重
い
課
題
で
す
。

日
本
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら 

　
問
い
か
け
る
再
生
必
要

　

こ
れ
か
ら
は
、
震
災
直
後
の
救

急
救
命
中
心
の
医
療
か
ら
、
被
災

者
の
生
活
を
支
え
、
劣
悪
な
環
境

で
の
災
害
関
連
死
や
病
状
悪
化
や

廃
用
障
害
を
防
ぐ
予
防
活
動
が
重

要
な
課
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
は
、
そ
の
規
模
と

深
刻
さ
か
ら
み
て
、
５
年
10
年
単
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位
の
、
長
い
道
の
り
の
復
興
に
な

り
ま
す
。
復
興
・
再
生
は
、
単
に

昔
の
状
態
に
戻
す
こ
と
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
戦
後
60
数
年
の
日

本
の
国
の
あ
り
方
、
例
え
ば
、
自

己
責
任
論
や
格
差
社
会
で
は
被
災

者
を
さ
ら
に
ど
ん
底
に
陥
れ
ま

す
。
医
療
や
福
祉
の
削
減
政
策
は

膨
大
な
医
療
難
民
・
介
護
難
民
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。
原
発
依
存

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
破
綻
は
ま

さ
に
進
行
形
で
す
。
も
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
導
入
さ
れ
て
い
た
ら
国
内
の
食

料
は
長
期
欠
乏
状
態
を
引
き
起
こ

し
多
数
の
餓
死
者
を
出
し
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

日
本
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
問
い

か
け
る
再
生
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

◦　

◦　

◦　

◦　

◦

　

阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
救
済
運

動
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
災
害
時

の
個
人
補
償
制
度
が
で
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。
緑

豊
か
な
田
園
、活
気
溢
れ
る
漁
港
、

に
ぎ
や
か
な
子
供
た
ち
の
は
し
ゃ

ぎ
声
、
こ
れ
ら
は
社
会
に
と
っ
て

道
路
と
同
じ
よ
う
に
必
須
の
公
共

財
産
で
す
。
そ
の
復
活
は
私
た
ち

住
民
の
権
利
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
公
的
な
資
金
を
十
分
に
投
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い

日
本
を
目
指
し
な
が
ら
、
と
も
に

困
難
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　

震
災
発
生
か
ら
１
ヶ
月
と
な
り

ま
す
。
全
国
か
ら
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
、
各
事
業
所
で
献
身
的
な

医
療
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
震
災
発
生
時
の
対

応
お
よ
び
現
状
等
に
つ
い
て

４
病
院
の
事
務
（
局
）
長
か

ら
の
報
告
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

�

（
編
集
事
務
局
）

　【
坂
総
合
病
院
】　
　

　
い
の
ち
守
る
砦
と
し
て

�

事
務
局
長
　
福
岡
　
真
哉

　

全
職
員
が�

　
　
　

ひ
と
つ
に
な
っ
て

　

地
震
発
生
後
直
ち
に
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
職
員
を
ト
リ

ア
ー
ジ
ブ
ー
ス
に
集
中
。「
大
規

模
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
従
い
、

救
急
車
や
緊
急
車
両
な
ど
で
次
々

と
搬
送
さ
れ
て
く
る
被
災
者
に
整

然
と
対
応
し
各
ブ
ー
ス
に
搬
送
。

全
職
員
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
治
療

を
開
始
。

　

22
日
ト
リ
ア
ー
ジ
ポ
ス
ト
を
終

了
さ
せ
、
22
時
に
玄
関
を
閉
じ
防

災
室
か
ら
の
出
入
り
と
な
り
ま
し

た
。
12
日
間
で
、
ト
リ
ア
ー
ジ

黒
（
11
）、
赤
（
１
８
５
）、
黄

（
８
８
０
）、
緑
（
１
２
９
６
）、

処
方
（
本
院
８
２
３
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
１
８
７
６
）合
計
４
４
４
６
人
。

そ
の
う
ち
救
急
搬
入
は
３
１
１

件
。

　

旺
盛
に
避
難
所
ま
わ
り�

　
〈
医
療
を
待
ち
望
む
〉

　

全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
て
く

れ
た
仲
間
と
避
難
所
訪
問
を
開
始
。

13
日
は
多
賀
城
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。

二
五
〇
〇
人
の
避
難
者
で
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
熱
が
39
度
の
子
ど
も
、

血
圧
が
１
８
０
の
お
年
寄
り
、
薬

を
自
宅
に
置
い
た
ま
ま
避
難
し
津

波
で
家
に
帰
れ
な
い
人
な
ど
、
多

く
の
方
が
医
療
を
待
ち
望
ん
で
い

ま
し
た
。
避
難
所
生
活
で
眠
れ
な

い
人
も
多
く
、
電
気
が
な
く
ほ
乳

瓶
を
消
毒
で
き
ず
不
安
と
訴
え
る

お
母
さ
ん
、
ス
ト
レ
ス
も
あ
り
胃

薬
が
欲
し
い
と
い
う
人
も
。

次々と搬送されてくる被災者へ対応
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〈
多
様
な
要
求
に
沿
っ
た
活
動
〉

　

24
日
以
降
は
、
医
療
活
動
だ
け

で
な
く
、
避
難
所
住
民
の
多
様
な

要
求
に
沿
っ
た
活
動
と
し
て
足
浴

チ
ー
ム
、
体
操
チ
ー
ム
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
相
手
等
も
し
て
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。
あ
る
避
難
所
で

は
生
後
２
ヶ
月
の
子
の
沐
浴
も
で

き
ま
し
た
。

　

新
た
な
生
命
が

　

震
災
の
日
、
産
科
病
棟
で
は
新

た
な
生
命
が
誕
生
。
23
時
44
分
、

塩
釜
市
舟
入
の
Ａ
子
さ
ん
と
Ｂ
男

さ
ん
の
第
３
子
、
Ｍ
く
ん
。
体
重

３
４
２
２
ｇ
。
母
親
は
、「
こ
ん

な
に
大
き
な
地
震
で
命
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
。
い
ろ
ん
な
人
に
助
け

て
も
ら
っ
た
命
。
大
き
く
な
っ
た

ら
こ
の
日
の
こ
と
を
教
え
て
あ
げ

た
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

友
の
会
会
員
さ
ん
ま
わ
り

　

友
の
会
で
は
、
22
日
か
ら
会
員

訪
問
を
開
始
。
被
害
の
大
き
か
っ

た
地
域
、
高
齢
者
を
中
心
に
安
否

確
認
の
ほ
か
支
援
物
資
な
ど
を
配

布
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
復
興
に
向
け
て
後
片
付
け
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
た
だ
、
商
店
に

何
時
間
も
並
び
僅
か
な
食
料
を
確

保
し
な
が
ら
の
作
業
な
の
で
、
水

や
食
料
、
ホ
ッ
カ
イ
ロ
な
ど
の
支

援
物
資
は
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
全
職
員
集
会
」
開
催

　

31
日
、「
震
災
復
興
に
向
け
て
の

全
職
員
集
会
」
を
開
催
。
１
分
間

の
黙
祷
後
、「
震
災
後
の
救
急
医
療

活
動
」
を
郷
古
先
生
（
救
急
部
部

長
）
が
報
告
。
各
職
場
か
ら
の
発

言
や
炊
き
出
し
・
避
難
所
チ
ー
ム

か
ら
の
報
告
で
は
、
職
員
の
連
帯

感
、
全
国
か
ら
の
支
援
へ
の
感
謝

な
ど
、
全
日
本
が
温
か
く
繋
が
っ

て
で
き
た
活
動
だ
っ
た
こ
と
が
ど

の
職
場
か
ら
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
」
に

つ
い
て
、
千
葉
先
生
（
精
神
科
）

が
震
災
の
影
響
に
よ
る
心
や
体
の

変
化
へ
の
対
応
ア
ド
バ
イ
ス
。
震

災
へ
の
想
い
を
綴
っ
た
詩
『
命
に

向
き
合
う
』
を
作
詩
者
の
今
野
恵

子
さ
ん
（
検
査
室
）
が
読
み
、
参

加
者
へ
の
大
き
な
共
感
と
励
ま
し

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
全
国
の
皆
さ
ん
支

援
あ
り
が
と
う
！
」
の
横
断
幕
を

前
に
集
合
写
真
を
撮
り
、
今
後
の

活
動
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　【
長
町
病
院
】　
　

災
害
時
緊
急
病
棟
を 

　
立
上
げ
地
域
で
の
役
割
を
発
揮

�

事
務
長
　
大
山
　
泰
人

　

大
丈
夫
！
団
結
し
て
い
る
！

▪
第
一
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
（
３
月
11
日
～
13
日
）

　

建
物
損
壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
全

滅
、
シ
ス
テ
ム
中
枢
が
ダ
ウ
ン
し

壊
滅
的
被
害
の
附
属
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
損
傷
激
し
い
が
自
家
発
電
稼

働
の
病
院
、
激
震
被
害
は
想
像
を

絶
す
る
。

　

病
院
１
階
フ
ロ
ア
へ
４
階
病
棟

患
者
全
員
避
難
。
患
者
・
利
用
者

の
避
難
と
送
り
、
地
域
住
民
の
避

難
（
長
町
小
学
校
は
２
千
人
超
）、

在
宅
酸
素
患
者
の
避
難
で
自
家
発

電
の
電
源
に
フ
ロ
ア
は
あ
ふ
れ

た
。
直
後
か
ら
、
怪
我
、
津
波
に

も
ま
れ
た
急
患
が
相
次
い
だ
。

　

対
策
本
部
を
立
上
げ
、
最
初
の

仕
事
は
医
師
も
一
緒
に
職
員
全
員

が
手
渡
し
で
入
院
給
食
の
配
膳
。

大
丈
夫
！
団
結
し
て
い
る
！

　

幸
い
に
医
師
、
職
員
体
制
は
あ

る
。
11
日
か
ら
長
町
小
避
難
所
へ

医
療
班
常
駐
、
10
時
間
限
界
の
自

家
発
電
を
稼
働
継
続
（
事
務
が
昼

支援者も含めた全職員ミーティング
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夜
補
給
を
続
け
た
）、
診
療
上
で

電
子
カ
ル
テ
は
必
須
、
自
力
で
サ

ー
バ
救
出
決
断
し
移
設
実
行
。
13

日
に
支
援
者
第
一
陣
到
着
。
20
時

電
気
復
旧
し
明
日
か
ら
の
医
療
活

動
に
光
が
差
し
込
ん
だ
。

　

地
域
連
携
の
模
索
始
ま
る

▪
第
二
ラ
ウ
ン
ド

　

　
（
３
月
14
日
～
21
日
）

　

１
日
平
均
50
名
だ
っ
た
病
院
外

来
へ
４
０
０
名
が
殺
到
。
生
理
検
査

室
受
付
、
内
視
鏡
室
受
付
、
相
談
室

面
談
室
を
急
遽
診
察
室
に
改
装
。

　

全
日
本
民
医
連
藤
末
会
長
が
激

励
訪
問
し
阪
神
淡
路
大
震
災
時
の

経
験
や
教
訓
を
伝
授
し
て
く
れ

た
。
非
常
時
災
害
時
に
お
け
る
中

小
病
院
の
役
割
が
定
ま
っ
た
。

　

水
尻
院
長
、
佐
藤
副
院
長
な
ど

が
、
行
政
、
医
師
会
、
坂
病
院
、

東
北
厚
生
年
金
病
院
な
ど
と
断
続

的
に
懇
談
。
地
域
で
急
性
機
能
を

維
持
し
な
が
ら
ベ
ッ
ド
確
保
す
る

連
携
の
模
索
が
始
ま
っ
た
。
ま
た

東
北
大
病
院
や
仙
台
市
立
病
院
も

地
域
連
携
で
機
能
維
持
へ
奮
闘
し

た
。

　

17
日
に
５
階
リ
ハ
室
フ
ロ
ア
に

急
造
で
災
害
時
避
難
病
棟
20
床
が

完
成
。
急
性
期
病
院
か
ら
の
受
け

入
れ
を
開
始
。
17
日
17
名
、
18
日

15
名
の
新
入
院
を
受
け
入
れ
た
。

最
大
時
26
床
の
オ
ー
バ
ー
。

　

震
災
発
生
か
ら
１
週
間
経
過
し

疲
労
ピ
ー
ク
で
の
新
た
な
取
り
組

み
、
困
惑
も
あ
っ
た
が
自
ら
の
使

命
に
支
援
者
の
援
助
も
受
け
全
員

で
乗
り
切
っ
た
（
３
月
28
日
解

消
）。

「
普
段
の
医
療
体
制
が
災
害
時
の

地
域
支
援
の
や
り
方
に
も
反
映
」

▪
第
三
ラ
ウ
ン
ド

　
　
（
３
月
22
日
～
31
日
）

　

11
日
～
19
日
ま
で
長
町
小
避
難

所
24
時
間
常
駐
、
19
日
以
降
そ
の

他
避
難
所
巡
回
、若
林
地
域
訪
問
。

22
日
以
降
、
長
町
地
域
、
友
の
会

患
者
宅
、
ほ
っ
と
亭
利
用
者
、
若

林
地
域
の
戸
別
訪
問
へ
段
階
的
に

切
替
、
31
日
現
在
、
訪
問
参
加

２
８
２
名
、
安
否
確
認
１
０
２
２

名
、
地
域
訪
問
７
２
４
件
、
避
難

所
訪
問
16
ヵ
所
。

▪
困
難
な
中
で
職
員
が
不
眠
不
休

の
奮
闘
で
医
療
活
動
を
機
能
さ
せ

た
。
支
援
者
や
関
連
業
者
等
の
協

力
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
が

た
か
っ
た
。

　

何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
迷

う
時
間
さ
え
与
え
ら
れ
な
い
情
況

の
中
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
判
断

や
決
断
の
評
価
は
も
う
少
し
時
間

が
必
要
だ
ろ
う
。

　

支
援
入
り
し
た
神
戸
協
同
病
院

院
長
の
震
災
レ
ポ
ー
ト
に
は
、「
長

町
病
院
は
、
…
普
段
の
医
療
体
制

が
災
害
時
の
地
域
支
援
の
や
り
方

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深

か
っ
た
。」
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

職員全員が手渡しで入院給食の配膳

壊滅的被害のクリニック
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　【
古
川
民
主
病
院
】　
　

職
員
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
信
じ
、

い
つ
か
振
り
返
ら
れ
る
日
を 

　
　
待
ち
望
む

�

事
務
長
　
平
賀
　
秀
法

　

数
日
前
の
地
震
で
入
院
患
者
に

落
下
す
る
よ
う
な
物
が
側
に
無
か

っ
た
事
が
幸
い
し
怪
我
人
は
い
な

か
っ
た
。

　

地
震
発
生
直
後
に
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
、
患
者
と
職
員
の
安
否

確
認
と
後
片
づ
け
が
手
際
よ
く
行

わ
れ
た
。
徐
々
に
被
災
者
が
病
院

に
避
難
し
て
き
た
。
翌
朝
全
体
集

会
を
開
催
。
被
災
者
の
診
療
や
避

難
所
へ
の
医
療
班
派
遣
、
患
者
や

友
の
会
会
員
の
安
否
確
認
が
精
力

的
に
行
わ
れ
た
。
直
接
診
療
に
関

わ
ら
な
い
職
員
は
グ
ル
ー
プ
分
け

し
復
旧
作
業
を
分
担
。各
フ
ロ
ア
・

部
屋
の
後
片
付
け
、
病
室
や
床
の

掃
除
、
食
事
介
助
、
お
む
つ
交
換

な
ど
多
く
の
職
員
が
率
先
し
て
動

い
た
。

　

つ
ば
さ
薬
局
や
あ
ゆ
み
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
職
員
も
加
わ

り
全
体
集
会
を
毎
朝
開
き
意
思
統

一
を
図
っ
た
。
民
医
連
職
員
が
一

つ
と
な
っ
て
動
い
た
。

　

岩
出
山
の
湧
水
を
汲
み
に
走
る

　

本
体
建
物
の
損
傷
は
無
い
が
周

辺
地
盤
沈
下
が
甚
大
。
排
水
管
が

断
裂
し
た
の
か
ト
イ
レ
の
水
が
流

れ
な
い
。
市
内
の
給
水
場
や
岩
出

山
の
湧
水
を
汲
み
に
走
っ
た
。
三

日
目
に
水
道
の
濁
り
が
改
善
さ
れ

た
が
受
水
槽
か
ら
は
強
い
塩
素
臭

が
あ
り
煮
沸
し
飲
用
可
と
し
た
。

　

電
気
は
自
家
発
電
が
稼
働
。
重

油
の
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
の
残
油
量

か
ら
24
時
間
で
底
を
つ
く
と
判
明
。

第
１
種
電
気
工
事
士
の
資
格
を
持

つ
Ｔ
職
員
が
精
査
し
非
常
発
電
回

路
に
改
造
。
こ
れ
で
６
時
間
お
き

に
発
電
機
に
重
油
を
入
れ
る
事
が

可
能
と
な
り
、
こ
の
地
域
で
唯
一

病
院
だ
け
が
明
り
を
灯
し
続
け
た
。

電
気
保
安
協
会
に
交
渉
を
行
い
３

月
15
日
早
朝
に
通
電
と
な
っ
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
の
稼
働
が
求
め
ら

れ
た
。
主
要
パ
ソ
コ
ン
を
非
常
発

電
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
な
ぎ
か
え
、

13
日
に
は
外
来
診
察
系
と
診
療
サ

ー
ビ
ス
課
内
の
電
子
カ
ル
テ
端
末

が
全
て
稼
働
。

　

ま
さ
に
民
医
連
新
綱
領
を�

　
　
　
　
　
　
　

実
践
し
体
験

　

酸
素
は
使
用
患
者
が
３
名
の
み

と
少
な
か
っ
た
が
、
在
宅
酸
素
療

法
患
者
か
ら
次
々
と
問
い
合
わ
せ

が
。
停
電
で
在
宅
器
械
が
停
止
し

携
帯
ボ
ン
ベ
を
抱
え
た
患
者
が

次
々
に
処
置
室
に
運
び
込
ま
れ

た
。
患
者
の
動
作
制
限
と
流
量
の

引
下
げ
を
各
患
者
に
お
願
い
し
14

日
に
補
充
さ
れ
る
ま
で
こ
の
状
態

が
続
い
た
。

　

燃
料
ガ
ス
は
幸
い
に
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
で
１
週
間
は
大
丈
夫
。
患
者

食
の
過
熱
、
職
員
を
含
め
た
被
災

者
へ
の
炊
き
出
し
が
初
日
よ
り
始

ま
っ
た
。
沢
山
の
職
員
か
ら
食
材

が
提
供
さ
れ
た
。
大
崎
市
は
米
ど

こ
ろ
。
野
菜
も
米
も
直
ぐ
集
ま
っ

た
。
停
電
に
よ
り
各
家
庭
の
冷
蔵

庫
か
ら
程
良
く
解
凍
さ
れ
た
食
材

も
…
。
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
の
冷
凍修復されました。（4月3日）

病院玄関前は深さ1m以上の亀裂が
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庫
も
使
用
不
能
と
な
り
無
償
で
多

く
の
提
供
を
受
け
た
。
最
大
で
昼

食
１
２
０
食
、
朝
夕
は
40
食
ほ
ど

が
用
意
さ
れ
た
。
炊
き
出
し
は
19

日
ま
で
継
続
し
多
く
の
職
員
を
元

気
づ
け
た
。

　

３
月
22
日
か
ら
通
常
診
療
と
な

っ
た
。
今
ま
さ
に
民
医
連
新
綱
領

で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
体
験
し

て
い
る
。
復
興
に
は
多
く
の
時
間

と
労
力
が
求
め
ら
れ
る
。
職
員
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
信
じ
、
い
つ
か
振

り
返
る
事
が
で
き
る
日
を
待
ち
望

み
た
い
。

　
【
泉
病
院
】　
　

　
多
く
の
方
々
に
支
え 

　
　
ら
れ
て
の
再
開
を
実
感

�

事
務
長
　
前
谷
津
温
子

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン�

　
　
　

全
滅
の
中
対
応

　

３
月
11
日
地
震
発
生
直
後
、
入

院
患
者
は
全
員
隣
の
公
園
に
避

難
。
雪
が
降
り
寒
く
余
震
が
続

き
、
動
け
る
患
者
は
近
く
の
集
会

所
に
。
移
動
困
難
患
者
は
病
棟
に

入
り
で
き
る
だ
け
出
口
付
近
に
待

機
。
２
階
東
病
棟
新
館
と
１
階
玄

関
付
近
は
広
範
囲
で
天
井
か
ら
水

漏
れ
、
２
階
病
棟
は
Ｅ
Ｖ
ホ
ー
ル

ま
で
あ
ふ
れ
た
。
正
面
玄
関
の
自

動
ド
ア
が
開
か
な
く
な
り
、
隣
の

診
察
室
ド
ア
か
ら
残
っ
て
い
た
外

来
患
者
は
帰
宅
、
通
所
リ
ハ
の
利

用
者
も
全
員
帰
宅
で
き
た
。

　

外
来
待
合
室
に
職
員
が
集
ま
り

現
状
報
告
。
幸
い
怪
我
人
は
な
く

ほ
っ
と
し
た
が
、
東
病
棟
は
新
館

４
病
室
と
浴
室
、
特
殊
浴
室
が
使

用
不
能
と
な
り
他
の
病
室
を
６
床

に
し
て
吸
収
。
Ｅ
Ｖ
は
停
止
、
１

階
の
ほ
と
ん
ど
の
吸
気
ダ
ク
ト
が

落
下
寸
前
、
リ
ハ
室
で
は
天
井
が

落
ち
本
館
の
つ
な
ぎ
目
が
ゆ
が
ん

で
い
る
。

　

泉
病
院
は
山
沿
い
に
近
く
壊
滅

的
な
被
害
は
免
れ
た
地
域
だ
が
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
全
滅
、
貯
水
タ

ン
ク
の
残
り
を
考
え
て
飲
用
以
外

は
使
え
な
い
、
発
電
機
は
あ
と
16

時
間
の
燃
料
し
か
な
い
。

　

外
来
に
は
外
傷
で
数
人
来
院
、

縫
合
処
置
な
ど
を
行
い
、
夜
間
は

７
人
の
患
者
が
来
院
。
在
宅
レ
ス

ピ
、
在
宅
酸
素
の
方
を
バ
ッ
テ
リ

ー
が
切
れ
る
前
に
病
院
に
連
れ
て

く
る
必
要
が
あ
り
、
ワ
ゴ
ン
車
を

借
り
て
な
ん
と
か
搬
送
。
西
病
棟

に
空
い
て
い
る
ベ
ッ
ド
を
運
び
、

他
医
療
機
関
や
避
難
所
か
ら
の
要

請
に
応
え
る
。
在
宅
・
介
護
で
は

利
用
者
、
友
の
会
も
１
人
暮
ら
し

の
方
の
安
否
確
認
が
始
ま
り
、
翌

日
も
行
な
っ
た
。
夕
食
時
に
は
職

員
が
集
ま
り
病
棟
ま
で
お
盆
を

「
リ
レ
ー
配
膳
」
し
１
日
３
回
19

日
Ｅ
Ｖ
復
旧
ま
で
続
い
た
。
当
日

は
夜
勤
以
外
に
も
職
責
や
帰
れ
な

く
な
っ
た
職
員
20
数
人
が
そ
の
ま

ま
泊
ま
り
こ
み
、
不
測
の
事
態
に

備
え
た
。

力
合
わ
せ
乗
り
切
る
気
持
ち�

　
　
　
　
　
　

伝
わ
り
心
強
い

　

２
日
目
に
は
給
水
車
が
来
て
く

れ
た
が
自
家
発
電
機
が
あ
と
数
時

間
。
診
サ
課
ス
タ
ッ
フ
が
軽
油
を

求
め
て
走
り
回
っ
た
。
医
局
は
研

修
医
２
名
を
坂
へ
派
遣
し
勤
務
組

み
な
お
し
。
朝
昼
夕
に
全
職
員
が

集
合
し
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
不
安
も

大
き
い
が
、
力
を
合
わ
せ
乗
り
切

っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
伝

わ
り
心
強
い
。
薬
局
や
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
も
参
加
、
形
を
変
え
な

が
ら
３
週
間
続
き
、
職
員
ニ
ュ
ー

ス
を
毎
日
発
行
し
て
細
か
な
連
絡

を
行
な
っ
た
。

　

電
気
復
旧
、
患
者
さ
ん
も�

　
　
　
　
　
　

一
緒
に
拍
手

　

14
日
か
ら
か
か
り
つ
け
患
者
の

外
来
診
療
開
始
。
津
波
被
災
者
や

避
難
所
か
ら
薬
が
無
い
な
ど
で
受

診
。
電
気
が
復
旧
し
外
来
に
い
た

患
者
さ
ん
も
一
緒
に
拍
手
。
16
日

緊
急
車
両
証
明
書
発
行
を
区
役
所

に
要
請
し
病
院
車
の
ガ
ソ
リ
ン
確

保
。
さ
ら
に
、
職
員
家
族
が
新
潟

ま
で
行
き
ガ
ソ
リ
ン
調
達
。
職
員

の
生
活
も
支
援
し
合
い
22
日
か
ら

外
来
通
常
診
療
、
28
日
通
所
リ
ハ

再
開
、
４
月
４
日
一
丁
目
ク
リ
ニ

ッ
ク
も
再
開
。
１
病
棟
で
通
常
よ

り
４
～
５
床
患
者
の
多
い
日
が
続

き
、
看
護
師
支
援
が
と
て
も
あ
り

が
た
い
。
友
の
会
会
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
援
助
・
協
力
を
い
た
だ

き
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

の
再
開
だ
と
実
感
し
て
い
る
。

リハ室のはがれた天井

地震発生翌日の病棟デイルーム


